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特 許

WIPOデータ :WIPO国際知的所有権出願データのハイライト（PCT特許編）
世界の PCT特許出願件数はここ 14 年で、中国の PCT特許出願件数はここ 21 年で、初めて減少
2023 年、PCT 出願総件数は 27.26 万件、前年同期比で 1.8% 減となった。2023 年、中国は依然として

PCT出願件数の最多国であり、69,610件の出願があり、前年比で僅かに0.6%減少した。これは2002年以来、

前年同期比で初めて中国の出願件数に減少が見られたものである。米国の出願件数は 2 位で 55,678 件と

なっており、2022 年に比べて 5.3% 減少した。日本はその後に続き 48,879 件の出願（-2.9%）があった。

上位 5 位は大韓民国とドイツで、それぞれ 22,288 件と 16,916 件の出願があった。大韓民国の出願件数は

2023 年に 1.2% 増加し、ドイツは 3.2% 減少した。

2023 年、上位 15 ヵ国のうち、インド（+44.6%）とトルコ（+8.5%）の PCT 出願件数の増加が最も速かっ

た。インドの革新的な生態系統の強化と拡大に伴い、インドのイノベーターが 2023 年に提出した PCT 出

願件数は前年同期比 44.6% 増となり、前年の成長率は 25.9% となった。2023 年に成長を遂げたその他の国

はオランダ（+5.8%）、フランス（+2%）、大韓民国（+1.2%）のみであった。

このほど、世界知的所有権機構（WIPO）が年に 1度の国際知的所有権制度の出願件数データを発表した。

出所国（地域）別 PCT国際特許出願件数



ページ 3

特  許

出願人別 PCT特許出願件数

中国電信大手の華為技術有限公司（ファーウェイ）の PCT 申出願件数は依然として首位にあり、2023 年

に 6,494 件の PCT 出願を公表した。大韓民国のサムスン電子は 2 位（3,924 件の出願）となり、その後に

続くのが米国のクアルコム社（3,410 件）、日本の三菱電機（2,152 件）、中国の京東方科技（1,988 件）

となっている。トップ 10 の出願人のうち、中国の寧徳時代は増加が最も速く、2023 年に公表された出願

件数は 1,533 件増加し、84 位から 8 位へと上昇した。対照的に、1 位の華為技術有限公司が 2023 年に公

表した出願件数は前年比 1,195 件減少した。

教育分野では、カリフォルニア大学（米国）が依然として最多の出願人であり、2023 年に 531 件の PCT

出願を公表した。蘇州大学（中国）は 2位（332 件の出願）となり、次いでテキサス大学システム（米国、

217件）、清華大学（中国、209件）とリーランド・スタンフォード・ジュニア大学（米国、180件）となった。

上位 5位の教育機関のうち、清華大学の増幅率が最も大きく、公表された PCT 出願件数は 35 件増加した。
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特  許

WIPOデータ :WIPO国際知的所有権出願データのハイライト（意匠編）

出願人別 PCT 特許出願件数

中国の出願人がグローバルなハーグ意匠出願の最高記録を後押し

2023 年、財産権機構のハーグ制度の国際出願に含まれる意匠件数が最高記録を樹立し、総件数は 25,343

件に達し、僅かに 1% 増加し、3 年連続で成長を遂げた。ドイツは依然として国際意匠制度の最大のユーザ

ーであり、4,517 件の意匠があり、次いで中国（3,758 件）、米国（2,668 件）、スイス（2,196 件）とイ

タリア（1,817 件）となった。上位 10 ヵ国のうち、中国（+46.9%）とトルコ（+45.7%）は 2023 年に 2 桁

成長を遂げた。アメリカ（+9.2%）、日本（+6.9%）とフランス（+4.7%）も 2023 年に強力な成長を遂げた。
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特  許

国別ハーグ国際工業製品意匠出願件数
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特  許

商 標

大韓民国のサムスン電子は既に公表されている出願における544件の意匠で出願件数の首位に躍り出て、

前年 1 位のアメリカ P&G 社（525 件）を上回った。大韓民国の LG 電子とドイツのポルシェ株式会社はそれ

ぞれ 352 件の意匠を保有し、3 位タイとなっており、それに続くのが中国の小米モバイルソフトウェア有

限会社で、315 件の意匠を保有している。

2022 年と比較すると、ポルシェ株式会社、フランスのエルメス、ドイツの Triple A Finance、ドイツ

のカハは 2023 年の出願に含まれる意匠件数がそれぞれ 235件、179件、175件、142件と大幅に増加した。

(WIPO 中国 より )

WIPOデータ :WIPO国際知的所有権出願データのハイライト（商標編）

このほど、世界知的所有権機構（WIPO）が1年に1度の国際知的所有権制度の出願件数データを発表した。

中国のマドリッド商標出願件数は逆進的に成長を維持

2023 年、財産権組織のマドリッド制度の下で提出された商標国際出願の総件数は 64,200 件となり、前

年同期比で 7% 減少した。米国の出願人（10,987 件）が提出した商標の国際出願件数が最多となり、次い

でドイツ（6,613件）、中国（5,473件）、フランス（4,267件）と連合王国（3,817件）の出願人となった。

出願の出所の上位 10 カ国のうち、中国（+7.7%）と大韓民国（+2.9%）の 2 ヵ国だけが 2022 年から 2023

年までの間に成長を遂げた。対照的に、ドイツ（-14％）、オーストラリア（-13.9%）、スイス（-12.4%）

とアメリカ（-11.8%））には 2 桁の低下が見られた。これらの出願出所国それぞれの出願件数は 2 年連続

して前年同期比で減少した。



ページ 7

商 標

2023 年、フランスのロレアル社のマドリッド出願件数は 199 件となり、3 年連続で首位を獲得した。ド

イツの BMW グループ（124 件）は 33 位に上昇して 2 位の出願人となり、次いでブルガリアのヨーロッパゲ

ーム技術社（118 件）、ドイツのベーリンガーインゲルハイム国際有限会社（110 件）、スイスのノワー

ルグループ（110 件）となった。

ドイツのベルリン化学株式会社の 2023 年の出願件数は 2022 年に比べて 104 件増加し、これにより 6 位

に上昇した。BMW グループ（+85 件）、ベーリンガーインゲルハイム国際有限会社（+56 件）とフランスの

Stokomani(+56 件 ) の出願件数も 2022 年から 2023 年までの間に大幅な増加が見られた。

(WIPO 中国 より )

国（地域）別マドリッド国際商標出願件数


